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　早稲田大学図書館と慶應義塾メディアセンター（図書館）は図書
館システムを含めた業務の共同化プロジェクトを進めている。その
概要はすでに本誌 92号（2017.10.5）で取り上げられているが、こ
こでは改めてプロジェクトの目標にふれ、現在の状況と展望につい
て報告したい。
　このプロジェクトの目標は大きく次の 4点である。
◆目標 1：システム共同運用による運用の安定化とコスト削減
　共同運用するシステムの調達に当たっては、早慶で協力して選定・
価格交渉・契約内容の調整等を行った。結果として、契約は早慶そ
れぞれがシステム提供元（Ex Libris社）と締結することとなった
（2018年 2月）。今後は維持管理や運用作業も含め、早慶間でどの
ように協力し効率化が図れるのか、検討を進めていく。システムは
導入すれば終わりというものではなく、運用・保守なども含め中長
期的視点に立って、安定化とコスト削減を図っていく。
◆目標 2：目録形式の標準化、目録作成のコスト削減
　目録（図書情報の記述）のデータ形式は早慶間で、また国内でも
差異があるが、海外では「MARC21」と呼ばれる形式が１つの標準
となっている。本プロジェクトではこのMARC21を採用し、改変
せず標準的な形式のまま使用することにした。これにより世界レベ
ルで目録データを調達しやすくなる。またこれまでは早慶で別々に
行っていた作成や維持管理作業を共同で行う体制とする。
　このように、目録作成のコスト（間接的な経費）が削減されるこ
とにより、図書館本来の役割である「資料の収集・提供」により多
くの経営資源を振り向けることができるようになると期待している。
◆目標 3：早慶間での知識・経験の共有、人的交流の促進
　早慶間では 1986年の相互協力協定の締結以前から、人的交流によ
る知識・経験の共有が行なわれてきた。本プロジェクトの立ち上げ
により、早慶の担当者同士で情報の共有や意見交換がこれまで以上
に積極的に行われている。大学図書館というものは本来、大学が違っ
たとしてもその目的は同じく「教育・研究に資する」であり、早慶
の図書館スタッフ同士で協力できることは多くあると感じている。
◆目標 4：共同運用による利用者サービス・資料の充実
　ここまでの 1番から 3番はすべてこの 4番の目標のためにあると
いっても過言ではない。本プロジェクトにより、利用者向けの検索
システムが早慶同じ製品（Primo VE）となり、使い方も概ね同じ
になる。早慶が所有する豊富な資料群をまとめて検索することも可
能となる。また早慶間の物流面の拡充も合わせて検討されている。
このように環境の改善が行われ、利用者へのサービスが拡充される
ことになるだろう。
◆現状
　システムの選定作業は、2017年夏より開始され、同年 11月に完
了した。その後、契約条件・文書の確認などを行い、2018年 2月に
契約を締結し、3月8日に新システム決定のプレスリリースを行った。
　以後、新システムのテスト環境を構築し、また膨大なマニュアル
や関連文書を慶應のスタッフと協力し読み解きながら、早稲田側は
次のような 7つの担当チーム（括弧内は主な業務）に分かれ、作業
を進めている。
●総務（プロジェクト事務局、契約・協定・覚書の管理）
●システム（旧システムからのデータ移行、システム設定）
●閲覧（資料の貸出 /返却 /予約、物流などのサービス関連）
●ディスカバリー（利用者向け検索システムの設定）
●電子資料（電子ジャーナル /ブックなど電子資源の管理）
●  紙媒体［目録 /受入 /雑誌］（資料の購入や目録データ作成など
紙媒体資源の管理）
●支払い（大学財務システムとの連携）
　現行のシステムからどのようにデータを移行するのか、新システ
ムを使ってどのような業務フローを構築するのか、外部システムと
の連携等が大きな課題となっている。
◆展望
　本プロジェクトでは、2019年夏～秋頃の新システム稼働を目指し
ているが、利用者向けサービスの基盤となる検索システムが、どれ
だけ使いやすいものになるかが 1つの重要なポイントとなるだろう。
　またその後の安定した運用体制の構築も大切なポイントである。
システムは共同化され、またクラウド化することにより、維持管理
コストの削減が図られる。目録作成作業も共同化により効率化され
ることだろう。
　稼働後の夢はさらに広がる。世界レベルで図書館界を見渡すと、
資料の共同購入や共同保管、垣根を越えた利用者サービスの提供な
ど、「共同」をキーワードとした様々な試みがなされている。早慶も
一歩ずつ階段を上ってゆき、理想の図書館像を追い求めてゆきたい。
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